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安
原
備
中
守
没
後
四
百
年

安原備中守の掛け軸に描かれた肖像画（島根県立博物館所蔵）
　
安
原
伝で
ん
べ
え

兵
衛
は
早
島
町
塩
津
の
士
豪
で
、
江
戸
時
代
初

期
の
鉱
山
師
と
し
て
天
正
年
中
（1573

〜1592

）
に
石

見
銀
山
に
移
住
し
、
本
谷
釜
屋
間
歩
（
坑
道
）
の
水
抜
き

坑
を
掘
削
し
、
良
質
の
「
ア
ラ
ガ
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
銀
鉛

鉱
の
産
出
に
成
功
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
石
見
銀
山
は
飛
躍
的
な
発
展
を
見
せ
、
伝

兵
衛
も
鉱
夫
千
余
人
を
使
う
鉱
山
師
と
な
っ
た
。

　
最
盛
期
に
は
年
三
、六
〇
〇
貫
（
一
三
、五
ト
ン
）
も
の

運
上
金
を
幕
府
へ
納
め
、
か
つ
伝
兵
衛
も
巨
大
な
富
を
築

い
た
。

　
慶
長
八
年
（1603

）
八
月
に
は
、
京
都
・
伏
見
城
で

徳
川
家
康
に
拝は
い
え
つ謁
し
、
こ
の
時
、
銀
の
鉱
脈
を
発
見
し
た

功
績
に
よ
っ
て
、
家
康
か
ら
胴
服
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

と
扇
子
を
拝
受
し
、
因よ
り
し
げ繁
の
名
と
「
備
中
」
の
官か
ん
と途
も
与

え
ら
れ
、
安
や
す
は
ら
び
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

原
備
中
守
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
伝
兵
衛
は
本
拠
を
石
見
に
移
し
た
の
ち
も
郷
里
の
へ

の
信
仰
を
維
持
し
続
け
、
そ
の
富
を
も
っ
て
文
禄
二
年

（1593

）
当
社
の
本
殿
改
築
、
慶
長
十
八
年
（1613

）
毘

沙
門
堂
、
慶
長
十
九
年
（1614

）
八
幡
神
社
の
再
建
を

願
主
と
な
り
寄
進
を
行
っ
た
。

　
元
和
九
年
（1623

）
八
月
五
日
に
石
見
で
死
去
し
、
同

所
と
安
原
谷
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
が
、
早
島
の
子
孫
も
伝

兵
衛
の
功
績
を
忍
び
天
明
四
年
（1784

）
塩
津
に
供
養

塔
を
建
立
し
て
い
る
。

　
今
年
は
郷
土
を
愛
し
、
産
土
神
で
あ
る
鶴
﨑
神
社
の
神

恩
に
感
謝
し
つ
つ
、
早
島
、
豊
洲
の
発
展
を
祈
念
し
た
伝

兵
衛
没
後
丁
度
四
百
年
に
当
た
る
。
郷
土
の
偉
人
に
思
い

を
馳
せ
、
後
世
に
偉
業
を
伝
え
る
年
に
し
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
巫
女
体
験

が
　
当
社
の
春
季
大
祭
に
併
せ
て
五
月

二
十
一
日
（
日
）
第
四
回
巫
女
体
験
と

し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
岡
山
県
神
社
庁
教
化

委
員
会
事
業
部
が
主
催
し
、
県
内
か
ら

十
八
名
の
女
性
が
参
加
し
て
、
春
季
大

祭
の
供
膳
祭
を
巫
女
の
衣
装
を
纏
い
伝で
ん

供く
う

を
奉
仕
し
、
一
人
一
人
玉
串
を
奉
た
て
ま

っ

て
祈
り
を
捧
げ
た
。

　
祭
典
終
了
後
、
楽
人
に
よ
る
雅
楽
器
の

音
色
や
、
本
殿
内
に
御
供
え
し
た
三
十

台
に
及
ぶ
神
饌
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　
午
後
か
ら
は
、
巫
女
の
歴
史
や
作
法
の

講
義
の
後
、
岡
山
県
神
社
庁
祭
祀
舞
講

師
林
千
明
氏
等
に
よ
る
祭さ
い
し
ま
い

祀
舞
の
指
導

が
行
わ
れ
、
全
員
で
神
前
に
て
巫
女
舞

の
奉
納
を
行
い
巫
女
体
験
を
締
め
括
っ

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
初
め
て
巫
女
の
衣

装
を
着
け
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

体
験
が
出
来
て
有
意
義
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。」
等
と
感
謝
の
声
が
聞
こ
え
た
。

巫
女
体
験
を
開
催

供膳祭で伝供を奉仕する巫女

県
教
神
協
総
会

　
　
　
　
開
催

　
八
月
二
十
二
日
、
岡
山
県
教
育
関
係

神
職
協
議
会
総
会
が
当
社
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
に
会
員
九
名
が
正
式
参
拝

を
行
い
、
会
長
の
素
鵞
神
社
宮
司
小
坂

博
通
氏
が
玉
串
を
捧
げ
て
参
拝
の
挨
拶

を
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
、
参
集
殿
会
議
室
で
宮
司

が
神
社
の
由
緒
の
説
明
を
行
い
、
総
会

行
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
宮
司
が
「
神
社
の
教

化
」
と
題
し
て
、
鶴
崎
神
社
で
取
り
組

ん
で
い
る
氏
子
の
教
化
活
動
の
講
演
が

行
わ
れ
、
続
い
て
早
島
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
文
化
財
専
門
員
黒
瀬
英
樹

氏
に
よ
り
「
早
島
町
の
歴
史
」
と
題
し

て
児
島
湾
干
拓
の
先
駆
け
の
ま
ち
、
藺

草
と
畳
表
の
ま
ち
、
金
比
羅
往
来
の
ま

ち
、
旗
本
戸
川
家
の
陣
屋
の
ま
ち
の
四

つ
の
特
徴
の
あ
る
早
島
町
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
神
社
を
後
に
し
た
一
行
は
、

黒
瀬
氏
の
説
明
の
下
、
早
島
町
歴
史
民

俗
資
料
館
の
見
学
を
行
い
散
会
し
た
。

参集殿会議室で講義受ける参加者

祭祀舞の指導を受ける参加者

黒瀬氏の講演を聞く会員

県
内
か
ら

十
八
名
参
加
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七五三詣り
本年は下記の年齢の子供が
七五三のお祝いにあたります。

「七五三参り」のご祈祷は随時
奉仕致しておりますが、予約
をお願致します。
３歳　令和３年生　  男・女
５歳　平成 31 年生　  
　　　令和元年生        
７歳　平成 29 年生　  女

七
五
三
詣
り
は
「
か
ぞ
え
年
」
で
行

う
の
が
本
義
で
す
が
、
諸
事
情
に
よ

り
「
満
年
齢
」
で
も
お
参
り
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
質
問
】

　
神
棚
を
祀
る
と
き
に
は
、
一
般
的
に

南
向
き
か
東
向
き
に
お
祀
り
す
る
の
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
西
や
北
向
き
に
祀
る
事
が

絶
対
に
い
け
な
い
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
我
々
日
本
人
の
方
角
に
対

す
る
考
え
方
を
見
て
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
ず
東
と
西
は
、
日
が
昇
り
沈
む
方

角
で
あ
り
、
日
々
の
繰
り
返
し
の
中
か

ら
、
重
要
な
る
方
角
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
　

　
つ
ぎ
に
、
南
と
北
の
方
角
は
、
中
国

で
は
「
天
子
は
南
面
す
る
」
と
い
う
語

に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
に
在
っ
て

南
に
向
か
う
こ
と
が
、
君
主
の
地
位
を

象
徴
す
る
も
の
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
ま

　
こ
の
度
、
御
札
を
祀
る
た
め
に
、
新

し
い
神
祠
を
購
入
致
し
ま
し
た
。
神
棚

を
祀
る
一
番
良
い
方
角
を
教
え
て
下
さ

い
。

【
答
え
】 神

道
Ｑ
＆
Ａ

し
た
が
、
我
が
国
で
も
、
こ
の
思
想
的

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
古
く
か
ら
祭
り

な
ど
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼

の
場
に
お
い
て
、
特
に
重
要
な
方
角
と

し
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
我
々
が
家
庭
に
お
い
て
神
棚

を
設
け
る
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
考
え

方
に
基
づ
き
、
日
が
昇
る
東
向
き
か
、

陽
光
が
最
も
降
り
注
ぐ
南
向
き
を
原
則

に
、
家
中
で
最
も
清
浄
な
場
所
を
選
ん

で
お
祀
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
神
棚
が

家
族
や
家
庭
の
守
り
の
中
心
と
し
て
重

要
だ
か
ら
で
す
。

　
神
社
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
一
般

的
に
南
向
き
か
東
向
き
に
建
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

地
勢
的
問
題
や
、
そ
の
神
社
の
特
別
な

由
緒
か
ら
西
向
き
や
、
北
向
き
に
建
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
神
棚
の
祀
り
方
〉

拡幅工事が完了した町道

 

町
道
の
拡
幅
工
事
完
了

　
五
月
末
日
を
以
て
境
内
下
の
町
道
拡

幅
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。新
し
い
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
付
い
て
、
普
通
乗
用
車
も

通
行
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

］男

参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
夏
祭

　
七
月
三
十
日
恒
例
の
夏
祭
り
（
輪
く

ぐ
り
祭
）
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
今
年
も
猛
暑
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
勢
の
参
拝
者
が
、
参
道
に
設
置
さ
れ

た
茅
の
輪
を
潜
り
、
人
形
を
奉
納
し
、

神
札
、
茅
の
輪
作
成
用
の
茅
、
団
扇
を

受
け
た
。
ま
た
、
夜
店
も
多
数
出
店
し
、

子
供
達
の
歓
声
が
境
内
に
響
い
た
。

　
好
評
に
つ
き
、
本
年
も
受
付
は
八
月

一
日
ま
で
三
日
間
と
し
た
。
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祭
事
暦

十
月
十
四
（
土
）

　［
午
前
十
時
］鶴
﨑
神
社
秋
季
大
祭【
供
膳
祭
】

　［
午
後
七
時
］八
幡
神
社
秋
季
大
祭（
露
店
あ
り
）

十
月
十
五
（
日
）

　［
午
前
九
時
］
神
幸
祭

十
一
月
十
五
日
を
中
心
に
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
木
）　

　［
午
後
二
時
］
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
火
）［
午
後
二
時
］　
年
始
祭
　

毎
月
一
日
［
午
前
九
時
］　
月
次
祭

※
月
次
祭
は
ど
な
た
で
も
参
列
出
来
ま
す
の
　

　
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
拝
下
さ
い
。

　
当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご

奉
仕
致
し
て
お
り
ま
す
。

♦
家
内
安
全
・
交
通
安
全
・
初
宮

　
詣
・
七
五
三
詣
・
厄
除
・
九
星

　
災
難
消
除
・
安
産
・
当
病
平
癒
・

　
学
業
成
就
・
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・

　
埋
井
祭
・
改
装
清
祓
・
解
体
清

　
祓･

神
葬
祭
・
霊
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連

絡
下
さ
い
。

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

総
代
の
異
動

前　潟

佐
藤
　
博
文

早
島
町
前
潟
九
一

田
中
　
都
輝

　
早
島
町
前
潟
六
六

退任新任

（
令
和
五
年
九
月
一
日
付
）

　
鶴
﨑
神
社
と
八
幡
神
社
両
社
の
祝
詞
殿
と
本
殿
と
を
繋
ぐ
渡
り
廊
下
に
、
永
原
兼

太
郎
商
店
代
表
取
締
役
社
長
永
原
耕
吉
氏
か
ら
上
敷
き
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
春
、
秋
の
大
祭
時
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

 

授
与
品
③
　
姫
守
り

　
吉
備
津
彦
命
の
御
妃
百も
も
た
ゆ
み
や
ひ
め

田
弓
矢
姫
は

古
来
安
産
育
児
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
神

様
で
桃
太
郎
の
よ
う
な
丈
夫
な
子
供
に

育
つ
よ
う
お
守
り
下
さ
る
と
の
深
い
信

仰
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
女
性
の
美
し
さ
は
容
姿
だ
け
で
な
く
、

言
葉
や
立
ち
振
る
舞
い
、
品
位
、
風
格
、

知
性
な
ど
内
面
的
な
美
し
さ
も
兼
ね
備

え
て
こ
そ
際
立
つ
も
の
で
、
心
を
清
ら

か
に
す
る
御
守
と
し
て
入
魂
し
ま
し
た
。

　
御
守
袋
は
特
殊
な
細
密
織
り
で
、
御

神
木
の
「
ア
ク
ラ
」
を
あ
し
ら
っ
た
当

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
授
与

致
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

　

　
　
　
　
　
　（
初
穂
料
一
、〇
〇
〇
円
）

八幡神社に奉納された上敷き

奉
納
品
　
上
敷
き
・
休
憩
ベ
ン
チ

　
倉
敷
市
西
田
の
𠮷
田
啓
司
氏
か
ら
、

白
木
の
休
憩
用
ベ
ン
チ
二
脚
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　
倉
敷
市
中
帯
江
の
大
森
孝
夫
氏
か
ら

令
和
元
年
に
奉
納
し
た
休
憩
ベ
ン
チ
を

改
修
し
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

鶴﨑神社に奉納された上敷き

𠮷田氏が奉納したベンチ

大森氏が奉納したベンチ


